
病
院
が
行
う
看
護
職
者
に
対
す
る
育
児
支
援
～
事
業
所
内
保
育
施
設
の
実
態
調
査
～

１
一
は
じ
め
に

①
雇
用
機
会
均
等
法
後
世
代
の
看
護

　
職
者
の
離
職
と
育
児
と
の
関
連

　
第
六
次
看
護
職
員
需
給
見
通
し

に
関
す
る
検
討
会
報
告
書
に
よ

る
と
、
2
0
1
0
（
平
成
2
2
）
年

ま
で
の
今
後
５
年
間
で
約
1
1
万
人

の
看
護
職
者
増
が
必
要
で
あ
る
。

少
子
高
齢
化
や
疾
病
構
造
の
変

化
、
在
院
日
数
の
短
縮
等
に
よ
り

医
療
に
お
け
る
高
機
能
化
が
進
行

す
る
状
況
に
お
い
て
、
看
護
の
マ

ン
パ
ワ
ー
と
高
度
な
看
護
実
践
能

力
に
対
す
る
需
要
は
増
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
看

護
職
者
の
離
職
率
は
上
昇
傾
向
に

あ
り
、
2
0
0
6
（
平
成
1
8
）
年

度
に
お
け
る
神
奈
川
県
の
平
均
離

職
率
は
1
5
・
４
％
と
大
阪
府
、
東
京

都
、
奈
良
県
に
次
い
で
高
い
。

一
方
、
2
0
代
の
看
護
職
者
の
離
職

理
由
を
見
る
と
、
割
合
の
高
い
順

に
「
進
学
」
2
9
・
４
％
、
「
出
産
・

育
児
」
2
3
・
５
％
、
「
結
婚
」
1
7
・

６
％
、
「
勤
務
時
間
が
長
い
・
超
過

勤
務
が
多
い
」
1
7
・
６
％
と
な
り

叫
、
若
年
層
に
あ
る
看
護
職
者
の

離
職
に
影
響
す
る
因
子
に
は
、
育

児
に
関
す
る
労
働
状
況
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
看
護
職
者
に
限
定
し
な
い
育
児

に
関
連
す
る
就
業
継
続
支
援
と
し

て
は
、
育
児
休
業
制
度
の
普
及
と

取
得
促
進
が
あ
る
。
制
度
の
あ
る

方
が
出
産
時
点
ま
で
に
就
業
を
継

続
し
た
割
合
が
高
く
な
る
と
い
う

効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
雇
用

機
会
均
等
法
（
以
下
、
均
等
法
と

す
る
）
の
前
後
で
比
較
す
る
と
均

等
法
後
世
代
（
1
9
6
1
年
以
降

生
ま
れ
）
で
は
、
育
児
休
業
制
度

が
勤
務
先
に
あ
っ
て
も
約
半
数
の

女
性
が
退
職
し
て
お
り
、
出
産
時

ま
で
の
継
続
が
均
等
法
前
世
代
よ

り
も
低
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

看
護
師
を
含
む
専
門
技
術
職
の
就

業
継
続
割
合
は
均
等
法
の
前
後
共

に
事
務
職
に
比
べ
て
高
か
っ
た

が
、
均
等
法
後
世
代
で
は
事
務
職

と
の
差
が
縮
小
す
る
と
い
う
変
化

が
生
じ
て
お
り
、
就
業
継
続
が
し

に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
均
等
法
後
世
代
に
お
い

て
は
、
核
家
族
化
に
お
け
る
親
族

援
助
が
困
難
で
あ
り
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
や
、
長
時
間
労
働
や
深
夜
業
の

負
担
に
よ
っ
て
退
職
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

女
子
保
護
規
定
が
緩
和
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

②
事
業
所
内
保
育
所
を
含
め
た
就

　
業
と
育
児
の
両
立
支
援
策
の

　
検
討
の
必
要
性

　
就
業
と
育
児
の
両
立
の
支
援
策

の
１
つ
と
し
て
は
、
企
業
な
ど
が

従
業
員
の
子
ど
も
を
対
象
に
設
置

し
て
い
る
事
業
所
内
保
育
所
が
あ

る
。
全
国
に
お
け
る
事
業
所
内
保

育
所
の
設
置
主
体
を
業
種
別
で
み

る
と
、
医
療
機
関
（
以
下
、
病
院
）

が
最
も
多
く
６
割
を
占
め
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
関
わ

ら
ず
、
病
院
の
事
業
所
内
保
育
所

を
対
象
と
し
た
調
査
は
な
く
、
看

護
師
に
お
け
る
就
業
と
育
児
の
両

立
の
支
援
の
実
情
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
横
浜
市
は

事
業
所
内
保
育
所
の
設
置
が
5
8
ヶ

所
と
政
令
指
定
都
市
に
お
い
て
最

多
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
横
浜
市
に

お
け
る
病
院
の
事
業
所
内
保
育
所

と
そ
の
利
用
実
態
を
把
握
し
、
看

護
師
の
就
業
と
育
児
の
両
立
の
支

援
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

た
。

　
本
研
究
は
、
横
浜
会
議
を
通
じ

て
、
病
院
が
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
所
内
保
育
所
を
含
め
た
就
業
と

育
児
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
、
０

歳
か
ら
学
童
期
ま
で
の
育
児
期
に

あ
る
看
護
職
者
の
労
働
実
態
と
育

児
支
援
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
し
、

母
子
保
健
衛
生
・
離
職
防
止
・
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
よ
り

支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
っ
た
。

２

事
業
所
内
保
育
所
を
有
す
る

病
院
を
対
象
と
し
た
実
態
調

査
の
結
果

○
実
態
調
査
の
概
要

執
筆西

　
　
　
典
　
子

勝
　
川
　
由
　
美

永
田
真
弓

坂
　
梨
　
　
　
薫

横
浜
市
立
大
学
医
学
部
看
護
学
科

(
1
)
　
厚
生
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働
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６
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横
浜
市
内
の
事
業
所
内
保
育
所

を
有
す
る
5
0
病
院
の
看
護
管
理
者

に
研
究
協
力
依
頼
を
し
、
協
力
の

得
ら
れ
た
2
8
病
院
の
看
護
管
理
者

な
ら
び
に
看
護
職
者
を
対
象
に
、

倫
理
的
配
慮
に
基
づ
き
自
作
質
問

紙
調
査
を
行
っ
た
。
質
問
の
内
容

は
看
護
管
理
者
に
は
病
院
の
概

要
、
事
業
所
内
保
育
所
の
概
要
、

育
児
支
援
の
取
り
組
み
、
看
護
職

者
に
は
労
働
実
態
、
事
業
所
内
保

育
所
の
利
用
状
況
、
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
等
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。

　
分
析
対
象
は
、
看
護
管
理
者
か

ら
回
答
の
得
ら
れ
た
2
7
病
院
の
概

要
と
事
業
所
内
保
育
所
を
含
む
育

児
支
援
の
取
り
組
み
、
看
護
職
者

か
ら
病
院
に
お
け
る
育
児
支
援
環

境
に
つ
い
て
で
あ
り
、
看
護
職
者

か
ら
回
答
の
得
ら
れ
た
3
4
1
6

表１　実施している両立支援　n＝27

表２　実施可能な両立支援の優先順位　n＝27

（
6
8
・
６
％
）
う
ち
有
効
回
答

2
7
7
2
（
8
1
・
５
％
）
の
労
働

実
態
お
よ
び
育
児
支
援
ニ
ー
ズ
で

あ
る
。
看
護
職
者
に
つ
い
て
は
雇

用
機
会
均
等
法
後
世
代
で
あ
る

1
9
6
1
年
以
降
生
ま
れ
を
抽
出

し
、
対
象
と
し
た
。

②
病
院
が
行
う
就
業
と
育
児
両
立

　
支
援
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト

　
回
答
の
あ
っ
た
2
7
病
院
の

2
0
0
6
（
平
成
1
8
）
年
度
の
看

護
職
者
の
離
職
率
は
６
病
院
が

1
5
％
か
ら
1
9
％
で
、
2
5
％
以
上
の

施
設
が
３
病
院
あ
っ
た
。
2
7
病

院
全
体
の
離
職
率
の
平
均
は
1
6
・

９
％
で
、
全
国
お
よ
び
神
奈
川
県

の
平
均
に
比
べ
高
い
結
果
で
あ
っ

た
。

　
育
児
中
の
看
護
職
者
に
と
っ

て
、
働
き
や
す
い
職
場
を
作
る
た

め
に
病
院
が
実
施
し
て
い
る
内
容

は
、
保
育
内
容
の
充
実
、
保
育
所

の
時
間
延
長
、
夜
勤
回
数
の
削
減
、

保
育
所
の
整
備
拡
充
が
多
か
っ
た

（
表
１
）
。
今
後
、
実
施
可
能
と
考

え
て
い
る
内
容
は
保
育
所
の
時
間

延
長
、
研
修
期
間
中
の
保
育
、
休

日
勤
務
時
の
保
育
等
で
あ
り
（
表

２
）
、
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
離
職
防
止
、
職
場
へ
の

就
業
継
続
意
思
の
高
揚
な
ど
を
期

待
し
て
い
た
（
表
３
）
。
な
か
で
も

離
職
防
止
を
最
優
先
す
る
と
回
答

し
た
病
院
は
1
6
施
設
で
あ
っ
た
。

③
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
の
事

　
業
所
内
保
育
所
の
利
用
状
況
と

　
就
業
継
続
と
の
関
連

　
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
数

９
１
５
人
（
3
3
・
Ｏ
％
）
の
う
ち
、

事
業
所
内
保
育
所
を
過
去
に
利
用

表４　子どもを持つ看護者が１位に選んだ

　　　事業所内保育所の不足内容（複数回答）

し
た
者
３
５
９
人
、
現
在
利
用
し

て
い
る
者
8
7
人
、
過
去
・
現
在
と

も
に
利
用
し
て
い
る
者
１
３
７
人

で
あ
っ
た
。
子
ど
も
を
持
つ
看

護
職
者
を
勤
続
年
数
別
に
見
る

と
、
事
業
所
内
保
育
所
の
利
用
経

験
の
あ
る
看
護
職
者
の
勤
続
年
数

は
、
１
年
か
ら
５
年
が
６
０
６
人

中
１
８
５
人
（
3
0
・
５
％
）
、
６
年

か
ら
1
0
年
が
同
１
３
０
人
（
2
1
・

５
％
）
、
１
１
年
以
上
が
同
２
２
２

人
（
3
6
・
７
％
）
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
利
用
経
験
の
な
い
者
で

は
１
年
か
ら
５
年
が
３
０
０
人
中

１
２
１
人
（
4
0
・
３
％
）
、
６
年
か

ら
1
0
年
が
5
9
人
（
1
9
・
７
％
）
、
］
1
1

年
以
上
が
6
2
人
（
2
0
・
７
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
利
用
経
験
の
あ
る

看
護
職
者
は
就
業
継
続
年
数
が
長

か
っ
た
。

④
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
が
事
業

　
所
内
保
育
所
に
不
足
す
る
と
認
識

　
し
て
い
る
内
容
と
そ
の
実
際

　
事
業
所
内
保
育
所
の
利
用
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
を
持
つ

看
護
職
者
が
事
業
所
内
保
育
所
に

不
足
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

内
容
と
し
て
は
、
①
夜
間
保
育
の

実
施
　
②
病
児
病
後
児
保
育
の
実

施
、
③
保
育
時
間
の
延
長
、
④
保

育
の
質
の
向
上
、
な
ど
が
上
位
に

あ
げ
ら
れ
て
い
た
（
表
４
）
。
今
回

調
査
し
た
病
院
の
う
ち
、
病
児
・

病
後
児
保
育
の
実
施
を
し
て
い
る

施
設
は
わ
ず
か
３
施
設
で
あ
っ
た

が
、
夜
間
保
育
の
実
施
を
し
て
い

る
施
設
は
1
6
施
設
あ
っ
た
。

⑤
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
の
事

　
業
所
内
保
育
所
等
の
利
用
理
由

　
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
の
事

業
所
内
保
育
所
の
利
用
理
由
を
み

る
と
、
勤
務
先
に
隣
接
し
て
い
て

利
用
し
や
す
い
か
ら
が
最
も
多

く
、
次
い
で
保
育
時
間
が
勤
務
時

間
に
準
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

た
（
次
頁
図
１
）
。
事
業
所
内
保
育

所
以
外
の
保
育
所
等
の
利
用
理
由

に
つ
い
て
は
保
育
の
質
が
良
い
か

ら
、
幼
稚
園
に
い
れ
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
っ
た
（
次
頁
図
２
）
。

⑥
看
護
職
者
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

　
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス

　
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

7５■「横浜会議」からの報告

表３　メリットと考えられる両立支援の優先順位　n＝27



た
う
え
で
の
ス
ト
レ
ス
と
し
て
多

か
っ
た
の
は
仕
事
と
育
児
の
両
立

2
7
％
、
仕
事
と
家
事
の
両
立
2
2
％

で
（
図
３
）
、
そ
の
う
ち
学
童
期
ま

で
の
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
で

は
仕
事
と
家
事
の
両
立
2
5
％
、
職

場
で
の
仕
事
量
1
9
％
で
、
仕
事
と

育
児
の
両
立
は
５
％
と
低
か
っ
た

（
図
４
）
。
ま
た
、
子
ど
も
を
持
た

な
い
看
護
職
者
の
ス
ト
レ
ス
で
多

か
っ
た
の
は
、
職
場
で
の
仕
事
量

3
5
％
、
職
場
の
人
間
関
係
2
3
％
で

あ
っ
た
（
図
５
）
。

⑦
学
童
期
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ

　
看
護
職
者
の
労
働
実
態

　
学
童
期
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ

図１　事業所内保育所の利用理由

看
護
職
者
７
７
７
人
の
内
訳
は
乳

幼
児
期
の
子
ど
も
あ
り
か
３
７
２

人
（
4
7
・
９
％
）
、
学
童
期
の
子
ど

も
あ
り
２
４
５
人
（
3
1
・
５
％
）
、

乳
幼
児
な
ら
び
に
学
童
の
両
方
あ

り
は
１
６
０
人
（
2
0
・
６
％
）
で

あ
っ
た
。

　
雇
用
形
態
で
は
常
勤
が
５
９
４

人
（
7
7
・
９
％
）
、
非
常
勤
が

１
６
９
人
（
2
2
・
１
％
）
で
、
乳

幼
児
の
み
を
持
つ
看
護
職
３
６
５

人
の
う
ち
常
勤
者
は
２
９
６
人

（
8
1
・
１
％
）
で
あ
り
、
学
童
の

み
を
持
つ
看
護
職
者
２
３
９
人
中

常
勤
者
は
１
８
１
人
（
7
5
・
７
％
）

と
学
童
の
み
の
方
が
常
勤
の
割
合

が
や
や
少
な
か
っ
た
。

図２　事業所内保育所以外の利用理由

　
勤
務
体
制
に
つ
い
て
み
る
と
、

乳
幼
児
を
も
つ
看
護
職
者
の
方
が

学
童
期
と
く
ら
べ
日
勤
の
み
の
割

合
が
、
や
や
多
い
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
（
図
６
）
。

　
就
労
時
間
に
お
い
て
は
、
学
童

期
ま
で
の
子
ど
も
を
有
す
る
看
護

師
の
１
週
間
の
平
均
就
労
時
間
は

3
5
・
７
時
間
で
あ
り
、
最
も
多
か
っ

た
の
は
3
1
時
間
か
ら
6
0
時
間
で

あ
っ
た
。

３
－
ま
と
め

①
母
子
保
健
衛
生
の
観
点
か
ら
み

　
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

　
重
要
性

　
学
童
期
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ

看
護
職
者
で
は
日
勤
の
み
の
勤
労

者
が
多
く
、
育
児
に
合
わ
せ
な
が

ら
、
勤
務
形
態
や
勤
務
体
制
を
柔

軟
に
と
ら
え
就
労
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
が
伺
え
た
。
一
方
、
保
育

所
の
利
用
経
験
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
学
童
期
以
降
を
含
め
た
子
ど

も
を
持
つ
看
護
職
者
が
事
業
所
内

保
育
所
に
不
足
し
て
い
る
と
内
容

と
し
て
、
病
児
・
病
後
児
保
育
、

保
育
の
質
、
設
備
、
夜
間
保
育
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
、
働
く
母
親
に
と
っ
て
は
就
業

の
し
や
す
さ
な
ど
を
促
進
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て

は
病
気
の
時
に
保
育
所
に
預
け
ら

図３　子どもを持つ看護師がワークライフバランスを考えた上でのストレス

れ
る
、
夜
間
母
親
と
と
も
に
過
ご

せ
な
い
な
ど
に
対
す
る
心
細
さ

や
、
寂
し
さ
を
助
長
す
る
こ
と
に

な
り
子
供
の
成
長
発
達
・
精
神
衛

生
上
の
課
題
と
も
な
り
か
ね
な

い
。
ま
た
、
母
親
に
と
っ
て
も
病

気
の
と
き
や
・
病
後
す
ぐ
に
子
ど

も
を
預
け
る
こ
と
は
、
安
心
し
て

就
労
で
き
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
事
業
所
内
保
育
所
に
不
足
し

て
い
る
内
容
の
補
充
は
母
親
の
就

労
支
援
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
心
身
と
も
に
健
全
な
育

成
の
助
長
と
い
う
視
点
か
ら
も
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
母
子
保
健
衛

生
の
観
点
か
ら
考
え
て
も
、
就
業
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を
継
続
し
つ
つ
も
子
供
と
の
豊
か

な
時
間
を
確
保
す
る
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
視
点
か
ら
の
両
立

支
援
が
重
要
と
い
え
る
。

②
離
職
防
止
の
一
助
と
な
る
事
業

　
所
内
保
育
所

　
今
回
の
調
査
対
象
病
院
の
平
均

離
職
率
は
神
奈
川
県
の
離
職
率
よ

り
高
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
事
業
所
内
保
育
所
利
用
看

護
職
者
だ
け
を
捉
え
た
場
合
、
‥
１
１

年
以
上
の
就
業
継
続
者
割
合
が
高

い
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。
ま

た
、
子
ど
も
の
い
る
看
護
職
者
の

約
6
3
％
が
事
業
所
内
保
育
所
を
利

用
し
て
お
り
、
そ
の
背
景
と
し
て

両
親
の
実
家
ま
で
車
で
１
時
間
以

上
の
遠
距
離
が
大
半
を
占
め
、
身

近
に
育
児
の
援
助
を
得
ら
れ
に
く

い
環
境
に
あ
る
と
い
う
特
性
が
み

ら
れ
た
。
事
業
所
内
保
育
所
を
利

用
す
る
こ
と
は
、
離
職
の
原
因
と

な
り
や
す
い
出
産
後
の
育
児
期
の

就
業
の
継
続
を
可
能
に
す
る
と
い

う
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
た
。
一
方
で
、
事
業

所
内
保
育
所
の
利
用
理
由
は
勤
務

先
に
隣
接
し
て
い
て
利
用
し
や
す

い
か
ら
、
保
育
時
間
が
勤
務
時
間

に
準
じ
て
い
る
か
ら
な
ど
物
理
的

条
件
や
利
便
性
か
ら
の
利
用
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
他
の
保
育

所
等
の
利
用
者
は
保
育
の
質
や
幼

稚
園
へ
の
通
園
希
望
な
ど
保
育
・

教
育
内
容
の
質
を
考
え
利
用
し
て

図４　学童以下の子どもをもつ看護師が、ワークライフバランスを考えた上でのストレス

い
た
。

　
病
院
の
事
業
所
内
保
育
所
の
設

置
も
し
く
は
、
現
在
あ
る
保
育
所

の
入
所
定
員
の
増
加
や
保
育
の
質

向
上
へ
の
努
力
、
受
け
入
れ
サ
ー

ビ
ス
の
柔
軟
化
な
ど
は
、
看
護
職

者
の
離
職
予
防
の
一
助
と
な
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

③
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
保

　
つ
こ
と
に
よ
る
育
児
と
生
活
、

　
精
神
衛
生
上
の
メ
リ
ッ
ト

　
子
ど
も
を
持
つ
看
護
職
者
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

た
う
え
で
の
ス
ト
レ
ス
は
、
仕
事

と
育
児
の
両
立
、
仕
事
と
家
事
の

両
立
、
職
場
で
の
仕
事
量
、
職
場

で
の
人
間
関
係
で
あ
っ
た
。
子
ど

も
な
し
の
看
護
職
者
の
ス
ト
レ
ス

は
、
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
両

立
、
職
業
の
適
性
、
職
場
で
の
人

間
関
係
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
選
択
に

よ
っ
て
各
々
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
や
ス
ト
レ
ス
が
異
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
子
ど
も

を
持
つ
看
護
職
者
は
仕
事
と
家

事
、
育
児
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に

対
し
多
く
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

い
た
が
、
職
場
で
の
人
間
関
係
に

関
す
る
ス
ト
レ
ス
は
比
較
的
低

か
っ
た
。
こ
れ
は
育
児
が
ス
ト
レ

図５　子どものない看護師とワークライフバランスを考えた上でのストレス

ス
の
原
因
に
も
な
る
一
方
で
、
職

場
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
に
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
仕
事
優
先

の
対
応
で
は
な
く
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
育
児

を
通
じ
た
生
活
に
対
す
る
バ
ラ
ン

ス
感
覚
が
職
場
で
の
精
神
衛
生
に

お
い
て
有
益
に
働
く
こ
と
に
期
待

し
た
い
。
同
時
に
、
短
時
間
勤
務

や
日
勤
専
従
や
夜
勤
専
従
な
ど
勤

務
パ
タ
ー
ン
を
選
択
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
育
児
期
に
子
ど
も
と
の

豊
か
な
時
間
を
過
ご
し
、
バ
ラ
ン

ス
が
保
て
る
よ
う
な
柔
軟
な
仕
事

の
あ
り
よ
う
を
整
え
て
い
く
こ
と

図６　学童期以下の子どもを持つ看護職者の勤務体制

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と

い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
本
研
究
に
あ
た
り
調

査
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
横
浜
市

内
の
事
業
所
内
保
育
所
を
有
す
る

病
院
の
看
護
管
理
職
な
ら
び
に
看

護
職
の
皆
様
、
ご
後
援
い
た
だ
い

た
日
本
看
護
協
会
神
奈
川
県
支
部

の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

77 ■「横浜会議」からの報告
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